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保健医療௙論ˍにおける学ਠ効果に関する検討 
～学生に向けたˏか年のアンケート調査かͣ～
吉野淳一1)Ȃ根木　ހ2)Ȃ中村ਰဎ3)Ȃ木ോ輝美1)Ȃ後藤ဩ子3)Ȃ大塚౶子1)Ȃ૒木　൹1)Ȃ
古名丈人2)Ȃ池田　望3)Ȃ齋藤重幸1)Ȃ古畑智久1)Ȃ松村博文2)Ȃऎ藤公美子1)Ȃ谷࢛߽ࢁ2)Ȃ 
山本武志1)Ȃ長ఉࢡ恵4)Ȃཪ野ذ子1)Ȃ横山まどか1)
1） ढ़ི医ش大学保健医療学部看護学ش　　 
2） ढ़ི医ش大学保健医療学部理学療法学ش 
3） ढ़ི医ش大学保健医療学部作業療法学ش 
4） ढ़ི医ش大学医学部公ਤמ生学࣒座　　
　本報告の目的は、保健医療総論1を受ߨする学生を対象にしたアンέートを基に授業の学習ޮ果を検౼
することである。アンέートは2014年からຖ年、保健医療総論の授業のલと後に実施している。アンέー
トはແ記名、自記ࣜで、ޒࢶ択一で౴えるものと自༝記述でߏ成されている。3年に渡るアンέート実施で、
回౴の内༰に大きな変Խはݟられないものの、回ऩ཰が改ળし、学生は߇えめͩが、ҙཉを࣋ͬて授業に
臨Μでいる܏向が࢕えた。授業の後には、コϛϡχέーシϣン΁の理ղが૿し、授業લにൺ΂て学習課題
に౸ୡできていると回౴するׂ合が૿していた。自༝記述からも学習΁のҙཉや授業を௨してコϛϡχέ
ーシϣンの基本を理ղしている༷子が࢕えた。
キーワード：保健医療、学習ޮ果、アンέート
 Students’ achievement of the learning targets of a health sciences course in 
three consecutive years
Junichi YOSHINO1), Tohru NEKI2), Mitsuo NAKAMURA3), Terumi KIJIMA1), Youko GOTO3), Tomoko OTSUKA1), 
Hitomi UEKI1), Taketo FURUNA2), Nozomu IKEDA3), Shigeyuki SAITOH1), Tomohisa FURUHATA1), 
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This questionnaire study aimed to determine students’ achievement of the learning targets of a health 
sciences course. Every year since 2014, students have completed an anonymous questionnaire before and 
after the completion of a health sciences course. The questionnaire consists of both multiple-choice and free-
response items. While no significant changes in responses to the questionnaire items were observed over 
the 3-year period, the response rate improved and we found that students’ performance in the course was 
affected by their level of interest in the course content. The increase in the percentage of students who 
responded that their understanding and ability to communicate were improved by the course demonstrates 
that the learning targets of the course were being achieved. From the content of the students’ free 
responses, we found that the will to learn of individual students affected their understanding of the basic 
principles presented in the health sciences course.
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Ⅰȅは ̲ め に
　札幌医科大学保健医療学部では、ݐ学のਫ਼ਆ１）のもと、
看護師・理学療法士・作業療法士を目指して入学した学生
に医療人としてのૉཆを身につけるための教ҭ機会を提ڙ
し、北海道の地域にߩ献できる人ࡐをཆ成している。その
中でも保健医療総論は、このような目的にԊͬて学部一ؙ
となり1年次から4年次までを؏くಛ৭ある科目である。
　現代はଟ༷でύーιナルな఻ୡ媒体のී及により情報が
൙ཞしている。当વに、そこで成長するए者の対໘コϛϡ
χέーシϣンのݮগと対人関係スキルの௿下がةͿまれ
る２）３）。そのようなঢ়گにあͬて、1年次を対象とする保
健医療総論１では、ࣾ会の一員としての基本的なコϛϡχ
έーシϣン技術の習得４）を目指し、１．基本的対人コϛϡ
χέーシϣンを実践できる、２．医療人として必要な倫理
的ଶ度の基本を理ղしその֓要を述΂ることができる、３．
時と場所などをわきまえて適切なコϛϡχέーシϣン技法
を用い必要な情報を得ることができる、４．個々に経験し
た課題を基に医療人を目指す人としての基本的なコϛϡχ
έーシϣンのॏ要ੑをٞ論し自ݾの課題を述΂ることがで
きる、といͬた学習目ඪを掲͛ている。そのため、コϛϡ
χέーシϣンに関する基調ߨԋを受けた後、άループをܗ
成し、コϛϡχέーシϣンスキルのロールプレインά、電
࿩でのインタϏϡー༧໿、学長をは͡めとする大学内৬員
΁のインタϏϡーを実施し、そこで得られた情報をάルー
プຖに報告しҙݟަ換している。この科目は、ຖ年4月の
入学ࣜ௚後に保健医療学部で一੪開ߨされる学生にとͬて
は͡めての୹ظ集中型の必修授業である。そこでは、学生
自身がάループメンόーとコϛϡχέーシϣンを図り、ڠ
働して作業課題にऔり組むことがٻめられる。入学したて
の学生たͪにとͬて、ށ࿭いやෆ安を๊えながらの受ߨ体
験であることは૝૾に೉くない。
　このような本学保健医療学部に入学したばかりの看護・
理学療法・作業療法、3学科の1年次の学生全員に受ߨして
もらう保健医療総論１では、2014年度から学習ޮ果をਪし
量るため、授業の開࢝લ・オリΤンテーシϣン時と終ྃ時
にアンέートを実施している。ಋ入した年のアンέート結
果についてはすでに報告したが５）、3年を経աしてそのア
ンέート結果がどのようにਪҠしているか経年変Խをこの
段֊で報告しておきたい。
Ⅱȅ࿒　　　的
　保健医療総論１で授業開࢝લ・オリΤンテーシϣン時と
授業終ྃ時に実施した2014年度から2016年度までの3か年
のアンέート結果に基づき学習ޮ果を検౼する。
Ⅲȅ対યと༷法
ˍȅ対　ય
　2014年度から2016年度に保健医療総論１を受ߨした札幌
医科大学保健医療学部の看護学科（一学年50名）・理学療
法学科（一学年20名）・作業療法学科（一学年20名）の学生、
Ԇ΂270人を対象とした。2014から2016年までの3か年の入
学生のうͪ、ࣾ会人経験のある学生は、いなかͬた。
ˎȅ༷　法
　ຖ年入学ࣜのલ後に行われる新入生オリΤンテーシϣン
のࡍに、保健医療総論１からແ記名自記ࣜのアンέートが
依頼される旨、説明した。その後、保健医療総論１の授業
開࢝લのオリΤンテーシϣンのࡍに、アンέートのझ旨と
同ҙの確認ならびに記入と回ऩの方法を説明し、ڠྗを依
頼した。また、授業の最後に行われる報告会の後に終ྃ時
のアンέートを配෍し、झ旨、同ҙ確認、記載、回ऩ方法
を説明して記入を依頼した。開࢝લ・オリΤンテーシϣン
時のアンέートの回ऩは、教員が投വ用のശを用ҙしてそ
こ΁投͛入れしてもらい、終ྃ時の回ऩは、所定の場所に
ਾえஔいた回ऩϘックス΁の投വを依頼した。
ˏȅアンケートのࢹ成
　アンέートは、保健医療総論１の学習目ඪにԊͬたかた
ͪで࣭問項目がߏ成され、それͧれの࣭問に、まͬたくそ
うではない、そうではない、どͪらともいえない、ま͊ま
͊そうである、まͬたくそうである、の５つのબ択ࢶから
一つをબ択する方法とした。࣭問紙の最後に自༝記述ཝを
ઃけ、開࢝લ・オリΤンテーシϣン時では「授業に臨むに
ࡍしてࢥうこと」、終ྃ時には「授業の終わりにࡍしてࢥ
うこと」を記載するようٻめた。2014年度にアンέートを
は͡めた時、開࢝લ・オリΤンテーシϣン時も終ྃ時も࣭
問は15項目ͩͬたが、࣭問紙の説明が明շかどうか問う΂
きであると指ఠを受け、2015年より開࢝લ・オリΤンテー
シϣン時アンέートの๯頭にその࣭問を加え16項目となͬ
ている。
　アンέートの集ܭにࡍしては、まͬたくそうではない～
まͬたくそうである、に1から5までの数஋をঢ順にׂり当
てExcel2011とSPSSversion18を用いて記述౷ܭをٻめ、
全体の܏向を೺Ѳしたうえで3か年の回౴のׂ合をൺֱし
た。自༝記述に関しては、その記載内༰の文຺をแׅ的に
表す୺的な文をカテΰリとして表記した。カテΰリ検౼の
ࡍ、2014年度に報告したカテΰリをࢀরしたが５）、2015及
び2016年度の内༰もこれに΄΅แ含された。最終的にカテ
ΰリ名にはएׯの修正を加えた。
ːȅႃ理的配ၪ
　本報告を行うにあたり2014年に札幌医科大学倫理審査委
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保健医療総論１における学習ޮ果に関する検౼
員会を受審しঝ認を得た。
Ⅳȅࠫ　　　果
　アンέートは、ຖ年90名の学生に配෍された。回ऩに
ついては2014年度は開࢝લアンέートが30部（回ऩ཰
33.3）、終ྃ時アンέートは74部（回ऩ཰82.2）でうͪ
有ޮ回౴は73部であͬた。2015年度は、開࢝લアンέート
は88部（回ऩ཰97.8）、終ྃ時アンέートも88部回ऩされ
たが、白紙2部とߠ定と൱定をऔりҧえて回౴したとࢥわ
れる3部を除いて83部を有ޮ回౴とした。2016年度は、開
࢝લアンέートは90部す΂てが回ऩされ、終ྃ時アンέー
トは80部回ऩされたが（回ऩ཰88.9）、うͪ1部はߠ定と
൱定をऔりҧえて回౴したとࢥわれるෆඋがあり有ޮ回౴
数は79部となͬた。
ˍȅ3か年のアンケートの一။
　2014年度から2016年度のアンέートの結果は、一ཡに示
した（表１）。
ˍ）開ইஜ・΂リ΀ンテーション時の回൞について
　2015年度から開࢝લ・オリΤンテーシϣン時の๯頭に新
たにઃけられた࣭問項目†オリΤンテーシϣン時のこのア
ンέートの説明はわかりやすいものであͬた、については
9ׂ程度がま͊ま͊そうである、まͬたくそうである、に
回౴していることが確認できた。
　†を除く΄とΜどの࣭問項目のまͬたくそうである、の
回౴ׂ合が2016年度はલ2年よりも下回ͬたが、ま͊ま͊
そうである、の回౴ׂ合ではそれがٯసする܏向を示した。
2014年度に回౴のなかͬた項目のうͪ2015及び2016年度に
回౴があͬた࣭問項目が6つ（ᶃᶄᶈᶍᶎᶑ）あͬた。こ
れらはいͣれも、まͬたくそうではない、そうではない、
といͬた自分のコϛϡχέーシϣンೳྗやマナーについて
൱定的な回౴をબ択していた。
ˎ）ਞၭ時の回൞について
　࣭問項目ᶈᶉのそうではない、の回౴ཝには、2014年度
には回౴がなかͬたが、2015及び2016年度には回౴があͬ
た。反対に、ᶌᶏᶑの3項目の、そうではない、という回
౴ཝには、2014及び2015年度には回౴があͬたのに、2016
年度には回౴はなかͬた。
　分෍のׂ合に大きな変Խは認められないが、ᶏ得られた
情報のѻいについて情報提ڙ者に఻えることの必要ੑが理
ղできる、という࣭問項目のまͬたくそうである、の回౴
ཝにおいて2016年度のׂ合はൺֱ的૿えている。
ˏ）開ইஜ・΂リ΀ンテーション時とਞၭ時の比較
　一ݟして全般に、終ྃ時の回౴は開࢝લよりもߠ定的な
方向によͬている。表２の各年度の中ԝ஋をݟると、回
౴がߠ定的な方向にҠ動した࣭問項目数は2014年度で10、
2015年度で11、2016年度では12あͬた。いͣれの年度にお
いてもそれ以外の࣭問項目の中ԝ஋は開࢝લと終ྃ時で変
わらͣ、ݮগするものもなかͬた。実ࡍに、開࢝લ・オリ
Τンテーシϣン時にまͬたくそうではない、に回౴があͬ
た࣭問項目は9つあͬたが、終ྃ時には1つにݮͬている。
また、࣭ 問項目ᶃᶄでは開࢝લ・オリΤンテーシϣン時に、
そうではない、との൱定的な回౴があͬたが、終ྃ時には
そのཝ΁の回౴はなくなͬていた。
　終ྃ時の࣭問項目ᶈᶉのそうではない、の回౴ཝには、
2014年度には回౴がなかͬたが2015及び2016年度には回౴
があͬたことは先に述΂たが、開࢝લ・オリΤンテーシϣ
ン時とൺֱするとᶈᶉともそのׂ合はݮͬている。たͩ、
ᶉの2016年のそうではない、については終ྃ時に新たに3
名が回౴した。
ˎȅ自由ܱ੆の内ယ
　アンέートの自༝記載ཝ΁は、2014年度は8件（開࢝લ）
と14件（終ྃ時）、2015年度は31件（開࢝લ）と30件（終ྃ時）、
2016年度は23件（開࢝લ）と30件（終ྃ時）の書きࠐみが
あͬた。カテΰリ名は、開࢝લはʲ授業΁のલ向きでҙཉ
的な࢟੎ʳʲ授業に対するෆ安とۓுʳとし、終ྃ時はʲコ
ϛϡχέーシϣン理ղのਂԽʳʲ 入学時にάループを用い
て授業することの஥ؒづくりのޮ果ʳʲ 授業の目的に対す
るධՁ とʳした（表３）。学生はʲ 授業に対するෆ安とۓுʳ
をײ͡ながらもʲ授業΁のલ向きでҙཉ的な࢟੎ʳで授業
に臨み、ʲ 入学時にάループを用いて授業することの஥ؒ
づくりのޮ果 にʳよͬてʲ コϛϡχέーシϣン理ղのਂԽʳ
を果たし、ʲ 授業の目的に対するධՁʳを述΂ることがで
きていた。
　電࿩のԠ対は一年生にはハードルがߴいのではないかと
いうҙݟもあͬたが、目上の人に電࿩をするのはوॏな機
会ͩというલ向きなҙݟもみられた。
ᶛȅࣉ　　　ख़
ˍȅアンケートにみる経年の་ا
ˍ）回収ၚの٨善
　今回は、2014年度から2016年度までの3か年の変Խにண
目したが、最初に気づかされるのは回ऩ཰の向上である。
2014年度はアンέートをは͡めた年であり、回ऩの手順に
ෆ慣れであͬたり、ڠྗは೚ҙであるとの説明で学生が৻
ॏになͬたりしたのかもしれない。
ˎ）学生のউସ
　2014年度にはなかͬたものの、2015及び2016年度には自
らのコϛϡχέーシϣンೳྗやマナーに൱定的な回౴がෳ
数あͬた結果から、2014年度生にൺして、2015及び2016年
度生は自分自身のコϛϡχέーシϣンೳྗやマナーに関し
てධՁがݫしい܏向がݟえる。しかし、自༝記載ཝ΁の書
きࠐみもݟてみると、学生はコϛϡχέーシϣンೳྗの向
上やマナーの習得に関৺やҙཉを示しલ向きであると同時
に、自৴のなさやෆ安・ۤ手ײを๊いていることがわか
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保健医療総論１における学習ޮ果に関する検౼
ນˎ　アンケートの質࿚ࣜ࿒の中؇౵とํս
ï最小஋Ȃ最大஋ð
2014年 2015年 2016年
࣭問項目ï؆略表記ð 開࢝લ 終ྃ時 開࢝લ 終ྃ時 開࢝લ 終ྃ時
†説明のわかりやすさ ʵ ʵ 5ï3‐5ð ʵ 5ï3‐5ð ʵ
ᶃ良いコϛϡχέーシϣンに必要なこと 4ï3‐5ð 5ï3‐5ð 4ï2‐5ð 5ï3‐5ð 4ï2‐5ð 5ï4‐5ð
ᶄ受け手のҙຯづけのॏ要であること 4ï3‐5ð 5ï3‐5ð 4ï2‐5ð 5ï3‐5ð 4ï2‐5ð 5ï4‐5ð
ᶅ表情がӨڹをもたらすことの理ղ 5ï3‐5ð 5ï3‐5ð 5ï3‐5ð 5ï3‐5ð 5ï3‐5ð 5ï4‐5ð
ᶆඇ言語メッセージの໾ׂの理ղ 4ï2‐5ð 5ï3‐5ð 4ï2‐5ð 5ï3‐5ð 4ï2‐5ð 5ï4‐5ð
ᶇコϛϡχέーシϣンの経験の言語Խ 3ï2‐5ð 4ï2‐5ð 3ï1‐5ð 4ï2‐5ð 3ï2‐5ð 4ï2‐5ð
ᶈ他学生との企ը・立Ҋ・実施 4ï3‐4ð 4ï3‐5ð 3ï1‐5ð 4ï2‐5ð 3.5ï1‐5ð 4ï2‐5ð
ᶉ電࿩で依頼するࡍの事લ४උ 3ï2‐5ð 4ï3‐5ð 3ï1‐5ð 4ï2‐5ð 3ï2‐5ð 4ï2‐5ð
ᶊ言葉づかいに配慮した会࿩ 4ï2‐5ð 4ï3‐5ð 4ï1‐5ð 4ï2‐5ð 4ï2‐5ð 4ï3‐5ð
ᶋ記࿥のڐՄを得る必要ੑの理ղ 4ï2‐5ð 5ï3‐5ð 4ï2‐5ð 5ï2‐5ð 4ï2‐5ð 5ï3‐5ð
ᶌ໘઀を௨͡ての必要な情報ऩ集 3ï2‐5ð 4ï2‐5ð 4ï2‐5ð 4ï2‐5ð 3ï1‐5ð 4ï1‐5ð
ᶍ相手の反Ԡによる໘઀の進行の調੔ 3ï3‐5ð 4ï2‐5ð 4ï2‐5ð 4ï2‐5ð 3ï1‐5ð 4ï2‐5ð
ᶎ໘઀終ྃ時に適切なおྱを述΂ること 5ï3‐5ð 5ï3‐5ð 4ï2‐5ð 5ï2‐5ð 4ï2‐5ð 5ï3‐5ð
ᶏ情報のѻい方を఻える必要ੑの理ղ 4ï2‐5ð 5ï2‐5ð 4ï1‐5ð 5ï2‐5ð 4ï2‐5ð 5ï3‐5ð
ᶐ実施内༰のわかりやすい説明と共有 3ï2‐5ð 4ï2‐5ð 3ï2‐5ð 4ï2‐5ð 3ï1‐5ð 4ï2‐5ð
ᶑ໾ׂを認識した上での助ྗやڠ調 4ï3‐5ð 4ï2‐5ð 4ï2‐5ð 5ï2‐5ð 4ï1‐5ð 4ï3‐5ð
ນˏ　自由ܱ੆のาଘ・要࿩とそのカテΌリ
開࢝લ・オリΤンテーシϣン時
カテΰリ 自༝記述の要໿（年）
ʲ授業΁のલ向きでҙཉ的な࢟੎ʳ
・目上の人とのコϛϡχέーシϣン学びたい（2014）
・όイトでഓͬたܟ語の஌識を活用したい（2014）
・５人でڠྗしてؤுりたい（2015）
・コϛϡχέーシϣンೳྗを向上さͤたい（2015）
・最後までやり਱͛たい（2016）
・コϛϡχέーシϣンのコツを身にணけたい（2016）
ʲ授業に対するෆ安とۓுʳ
・相手にわかͬてもらえるか、໾ׂ果たͤるかෆ安（2014）
・インタϏϡーۓுしレポートもෆ安（2014）
・マナーに自৴がない（2015）
・目上の人と会࿩したり電࿩したりはۤ手（2015）
・άループのメンόーとڠ調できるかෆ安（2016）
・テキストは೉しくԿをするのか理ղできなかͬた（2016）
終ྃ時
カテΰリ 自༝記述の要໿（年）
ʲコϛϡχέーシϣン理ղのਂԽʳ
・医療人にコϛϡχέーシϣンೳྗはॏ要なことと࠶認識（2014）
・コϛϡχέーシϣンが理ղできる授業ͩͬた（2014）
・ඇ言語コϛϡχέーシϣンを理ղできた（2015）
・コϛϡχέーシϣンのさま͟まなଆ໘をみられた（2015）
・コϛϡχέーシϣンについて改めて考える機会になͬた（2016）
・コϛϡχέーシϣンをとるときにੵۃ的に活かしたい（2016）
ʲ入学時にάループを用いて授業す
ることの஥ؒづくりのޮ果ʳ
・今の自分たͪに必要なのでこの時ظでよかͬた（2014）
・ෆ安ͩͬたがָしく༑ୡできた（2014）
・他学科の༑人ができる良い機会ͩͬた（2015）
・νームの人とڠྗしてできてよかͬた（2015）
・初対໘の人ばかりでෆ安ͩͬたが஥良くڠྗできてよかͬた（2016）
・いΖいΖな人とަྲྀできてָしかͬた（2016）
ʲ授業の目的に対するධՁʳ
・インタϏϡーで大切なことをଟくฉけた（2014）
・医療人を目指す自分たͪに必要なことを学΂た（2014）
・電࿩のԠ対は一年生にはオーόーワーク（2015）
・コϛϡχέーシϣンをするうえでฉくೳྗも大切とわかͬた（2015）
・コϛϡχέーシϣンについての基本を学΂てよかͬた（2016）
・コϛϡχέーシϣンの大切さ、実践の೉しさを学Ϳことができた（2016）
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吉野淳一、ࠜ木　ږ、中村ॆ༤、木ౡً美、後藤葉子、大௩஌子、২木　ಏ、ݹ名ৎ人、஑田　๬、ᜊ藤ॏ޾、
ݹാஐ久、松村博文、佐藤公美子、谷口ܓޗ、山本෢ࢤ、長ଟ޷ܙ、຀野夏子、ԣ山まどか
る。2016年度の開࢝લ・オリΤンテーシϣン時アンέート
のまͬたくそうである、の回౴ׂ合がগないことにもこの
ෆ安・ۤ手ײはӨڹしているかもしれない。
ˏ）学ਠの効果
　自৴がなくෆ安やۤ手ײを๊きながらも、ೳྗ向上΁の
関৺・ҙཉを࣋ͪあわͤている学生たͪͩが、終ྃ時には
開࢝લ・オリΤンテーシϣン時よりも全般にߠ定的な方向
΁の回౴がなされていて学習のޮ果が得られているとࢥわ
れる。この終ྃ時に向けてߠ定的な方向に向かう܏向は3
か年を௨͡てҡ࣋されている。さらに、ᶌᶏᶑの3項目で
はそうではない、という回౴ཝにલ年まで回౴があͬたの
に、2016年度には回౴がなかͬたことから一部にはより઱
明になる܏向さえݟられる。これには、保健医療総論１を
担当する各教員の指ಋの習ख़度も関࿈しているՄೳੑがあ
る。また、インタϏϡーのલに学生たͪは、対人コϛϡχ
έーシϣンをԁ׈に進められるようロールプレイを行う
が、そのಋ入方法は学生のށ࿭いをわͣかでもগなくする
ため教員ؒでڠٞし修正してきた。このような関৺・ҙཉ
はあͬても自৴がなくෆ安・ۤ手ײのある学生がऔり組み
やすい課題のಋ入方法の޻෉が、終ྃ時のߠ定的な方向の
回౴を得るのにد与しているとࢥわれる。看護学生を対象
とした研究で、ڮ本らは「対人関係をۤ手とする学生にと
ͬては、（中略）教員の学生΁の৺理的サポートもܽかͤ
ない」６）と指ఠする。保健医療総論１の教員にはこの৺理
的サポートを授業全般に渡り提ڙするҙ識が、ଧͪ合わͤ
等を௨͡ৢ成されていると考える。
　しかしながら学生は、体験的な学習を経て、改めて೉し
さも認識している。ᶈ他の学生と検౼をॏͶて目的ୡ成の
ための企ը・立Ҋ・実施ができる、ではそのׂ合はݮͬた
が終ྃ時にもそうではない、との回౴は࢒り、ᶉ໘識のな
い目上の人に電࿩で依頼をするࡍの事લの४උができる、
では終ྃ時に新たに3名の学生がそうではない、と回౴し
た。授業での実体験から೉しさをײ͡たことが、このよう
な結果に結びついたՄೳੑがある。
　自༝記載ཝ΁の書きࠐみの内༰をݟる限り、学科を௒え
た授業であること、学習方法としてάループを活用してい
ること、明確な作業課題をઃ定していることなどから、༑
人や஥ؒづくりといͬた大学生活をॆ実さͤるために有ҙ
ٛなࢿݯを学生がڗ受し֫得していることがわかる。これ
はいわば授業の෭࢈物的な位ஔづけではあるが、ए者のコ
ϛϡχέーシϣンスタイルが変Խし対人関係のرബԽが৺
配されるࡢ今、学習のޮ果を検౼するࡍの明るいࡐྉであ
ると考える。
ᶜȅお わ り に
　保健医療総論１の授業は、時に学生に対人関係の೉しさ
を఻える。それͩけに教員は、ͤͬかくの関৺やҙཉがࣦ
われないよう学生のෆ安・ۤ手ײをਪ察し支࣋的に関わͬ
ていきたい。今後の課題としてわかりやすいテキストの作
成を検౼していく必要もあるͩΖう。
ᶜȅ৫　　　ৃ
　アンέートにڠྗしてくれた学生のօさΜ、保健医療総
論１のӡӦにڠྗいたͩいたインタϏϡイーのօさま、労
をいとわͣサポートしてくれた学務課の方々にײ謝しま
す。
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